ここは日本のどこかにあると噂される幻想郷・・・・

今日はみんな大忙し。

だって今日は一足速いクリスマスパーティの日ですから

～博麗神社～

霊夢「魔理沙、風船もってきた？」

魔理沙「ばっちり、こーりんからもらってきたぜ」

アリス「それ・・・・盗ってきたの間違いじゃないの？」

上海「ﾄﾞﾛﾎﾞｰﾄﾞﾛﾎﾞｰ」

魔理沙「私はちゃんと断ってもってきたぜ。これもらってくぜーってな」

萃香「こーりん慌てて止めてたけどね」

霊夢「じゃあ、萃香風船膨らませてね？私たちは口を縛っとくから」

萃香「あいよぉ」

～八目鰻屋台～

みすちー「クラッカーの準備するわよー♪」

リグル「ちょっとみすちー歌いながら紙をつめないで」

チルノ「ねぇ・・・リグルの虫とかつめちゃだめかな？」

リグル「や、やめて・・・」

ルーミア「ねー、このくらいでいい？」

レティ「はい。ちょうどいいわよ」

ルーミア「そーなのかー」

レティ「みんな急いでねー」

大妖精「チルノちゃんがんばろーね」

チルノ「あたいのクラッカー最高ね！！」

みすちー「チルノは火薬をつめこみすぎー♪」

～紅魔館～

中国「咲夜さーん。苺摘んできましたー」

咲夜「では、お嬢様。中国も帰ってきたことですし、ケーキに苺を盛り付けましょう。」

レミィ「血のように紅くたっぷりとね？」

フラン「ねーお姉さま、こんなにいっぱいあるんだし一つくらい食べてもいいわよね？」

レミィ「何言ってるの？どっかの亡霊嬢じゃあるまいし・・・・我慢しなさい」

フラン「えぇー」

小悪魔「皆様、紅茶をお持ちいたしましたよ」

パチュ「一息ついてからでも遅くないわ・・・・まずは気持ちをおちつけてからね？」

咲夜「では、紅茶に合うクッキーをご用意いたしますわ。妹様もよろしいですわね？」

フラン「はーい」

中国「パーティが始まれば好きなだけ苺たべれますよ」

～白玉楼～

幽々子「妖夢～、出来た～？」

妖夢「あ、もうちょっと待ってください。今、帯を結んでますんで」

ルナサ「こっちはもう準備できてるよー」

メルラン「二人とも遅いですよー」

リリカ「妖夢はやくー」

幽々子「ほらほら、騒霊たちも待ちくたびれてるわよ～」

妖夢「これでよし・・・と、すいませんお待たせいたした」

幽々子「・・・・いたした？」

妖夢「か・・・・噛んだ・・・・」

幽々子「やっぱり妖夢はからかいがいがあるわぁ。」

妖夢「うぅ・・・ひどいですよぅ」

～マヨヒガ（八雲家）～

藍「うわぁあああああああ寝坊したぁあああああああ」

ドタドタ

紫「藍・・・・家の中では静かにしなさい。埃が立つわよ」

藍「ゆゆゆゆゆゆゆ紫様。もうお目覚めで・・・って！！お、お料理なんて出来たんですか！？」

紫「あなたね・・・・・私が寝てばかりだからって料理が出来ないって決め付けないでくれないかしら？」

藍「で、でも何百年も私が一人で作ってきたので料理の腕も落ちてるものかと、うぐ・・・！！」

紫「味はどうかしら」

藍「・・・・・・もぐもぐ」

紫「・・・・・・・・・・」

藍「わ・・・・私の料理より旨い」

紫「さ、橙。盛り付けは頼むわね」

橙「はーい。出来立てのほやほやもっていかなきゃですね」

藍「こ、ここまで旨いと私の式としてのプライドが・・・いやいやそもそも・・・」

橙「藍様、手伝ってくださいよー」

藍「複雑・・・・・」

永遠亭

輝夜「えーりんまだー」

ヤゴコロ「ちょっとまってくださいねー。ほらうどんげさっさとこの薬を飲みなさい」

鈴仙「いーやーだー」

てゐ「ほらぁ、れいせんちゃんぐいーっと」

鈴仙「ぎゃあああああああああああああああ」

けーね学習塾

慧音「妹紅忘れ物はないか」

妹紅「幼稚園じゃないんだからあるわけないだろ？」

慧音「そうか・・・・・じゃあ靴下左右違うのは？」

妹紅「あ・・・・・本当だ・・・・」

～三途の川～

映姫「・・・・はぁ、仕事でもあんな風に真面目に仕事してくれればいいんですけどねぇ」

小町「幽香さん。こっちのお花は摘んでもいいですか？」

幽香「いいわよ。あ、花が開いてないのはだめよ？」

小町「あいよ！！」

映姫「本当に・・・・こんな風に真面目だったら・・・・」

小町「映姫様、何ぶつくさ言ってるんですか。さぼってる暇あったらさっさとお花摘みましょうよ」

映姫「小町にさぼってるって言われた・・・・・・まぁ、確かにそうですね。さっさと摘みましょうか」

幽香「やさしく摘むのがコツよ？そうすれば花達も摘む人のために精一杯きれいな一面をみせてくれるから」

メディスン「鈴蘭はもってく？」

幽香「それはいらないわ・・・・」

～妖怪の山～

静葉「栗も柿もそろったわ」

穣子「もちろんお芋もね」

雛「それじゃぁみなさん里へくだりましょうか？」

早苗「そうですね。そろそろ急がないと時間が・・・」

神奈子「焦らなくていいわよ。もっと堂々と構えなさい」

諏訪子「にとりー一緒にいこ？」

にとり「うん。パーティ用の発明品も昨日完成したしね」

毛玉「それじゃぁ出発！！」

にとり「お前が仕切るのか！？」

～文々。新聞社～

射命丸「椛？招待状はもう渡してきましたか？」

犬走「はい！！文様。ばっちり渡してきました！！」

射命丸「よし、じゃあ出発しましょうか。今夜は楽しい夜になりそうですよ。」

犬走「ネタも盛りだくさんですね！！」

射命丸「今日は記念日ですしね」

少女準備中・・・・・

～博麗神社～

霊夢「きたわよ。主役が！！」

魔理沙「それじゃ、みんないくぜ！！せーの」

一同「祝言『製作のしおりさん1111111ＨＩＴおめでとう』」

霊夢「これ・・・みんなで書いた寄せ書き・・・・」

アリス「べ･･･別にあなたの為に用意したんじゃないんだからね・・・・」

咲夜「感謝の気持ちを込めて・・・・」

萃香「もっともっと萃まるように」

妖夢「これからもがんばってくださいね」

朝には光を　夜には風を　大地に花を　空に弾幕を　そして宴に盃を・・・・・

